
きんぞくせい

年に地上設備用として，上戸手および羽前千歳 ・奥新川両変電 車両用に分けられるが盤流素子は，ほとんど同ーのものが使わ

所で試作第 1 矧の整流器が営業開始した。 一方車両用では同年 れている。

関門地区において電気機関車に使用開始した。昭和 40 ・ 3 現在 次に両者の概要を述べると ，

の設備容量は，変電所では 153 組 453 ，000KW，車両では交直 7 変電所用 (7)形式屋外用または屋内用 (イ)結線方式

両用電気機関車 159 両， 205,000 KW， 交直両用電車 389 両の 3 相プリッジ (ウ)定格 E種 件)出力 3，000KW (オ)冷却方

うち電動車のシリコン整流器出力は 93，000KW，新幹線用電車 式強制風冷

では 360 阿，その出力 29，OOOKW にな っ ている。 イ 車両用 車両用には電車用と電気機関車用とがあるが，

東北線急行列車用を示せば， (司形式 453 系 (イ)用途 交直両

用 (分結線方式 単相ブリッジ (エ)出力 1,120KW (オ)冷却

方式強制l風冷

写真一1 ， 2 は屋外用シリコン整流器変電所である。写真ー3 は

写真弓信越線御代111変電所外舟

車両用シリコン整流器を示す。

表-:; 電鉄用直流変成器の比較

(l,500V, 3,OOOKW E種定格)

種類|
項目 -~~-:.__ I ÿリコン整流器 | 水銀整流器

電気諸特性 | 

効 率 98% 以上 95% 以上

電応変動率 7.8% 4.5-6.0% 

順特性1.0-2.0V i 3.0-5.0V 

逆特性 lOmA 以下 lmA 以下

電圧制御 | 未開発 | 可 能

構 造

容量の t骨減 比較的容易 ! 
構 造 | 屋内型屋外型 l 

制御装院 | 簡 単
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紫干の温度上昇でき まる i 逆弧の発生時 半できまる

絶縁機能の維持 l 真宅の維持温度管理

絶縁機能の維持

Lシリコン単流加の特色〕 現在使用されている直流変成都に

は， l '司転変流?~・水銀盤m~それにν リコン整流?誌があるが，

tìíjちと後者の比較を表ー3に示す。シ リコ ン整流器は術浩も簡易

写真 3 車両用シリコ Y幣流;r.; で， 保守J ー も，きわめて容易であるとともに，工事 Lでも屋内

(1) 電力JIj."リコン者主流素子の性能 表ー2は*電鉄用変電所 外のいずれにも簡単に据え付けられるので，今後の電鉄月H直流

に用いられている電力用シリコ ン軟派素子の特性の一例を示す。r.Jは，すべて ν リコン稔流骨量になるすう勢にある。一-'シリコ

(2) シリコン 4主流援のイ士係 刑途別に分史iiすると変電所用 /;1;11御j主流素子。(篠崎 清)
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